別紙様式２
　　　令和６年度職能研修　特別支援学級等新任担当教員研修会「地区別研修会」

	「交流及び共同学習の実際」協議資料　　（※該当する箇所は、□⇒■に変更してください）

	学校名
	　　　　立　　　　　　　　　学校
	氏　名
	

	担当する学級
	□知的障がい　　　□自閉症・情緒障がい　　　□その他（　　　　　　　）

	担当する学級の児童生徒数
※（人数）
	小１（　）　
	小２（　）　
	小３（　）　
	小４（　）
	小５（　）　
	小６（　）

	
	中１（　）　
	中２（　）　
	中３（　）　
	

	１．事例とする児童生徒の学年【　　　　】※１人の子どもの事例を取り上げてください。　

	２．「交流及び共同学習（通常の学級と特別支援学級）」を行っている教科等がある場合は、実際に交流及び共同学習を行う時数を（　　）に記入してください。

	国語科（　　　）
	社会科（　　　）
	算数科・
数学科（　　　）
	理科（　　　）
	生活科（　　　）

	音楽科（　　　）
	図画工作科・
美術科（　　　）
	体育科・
保健体育科（　　　）
	技術・家庭科（　　）

	外国語活動・
外国語科（　　）
	総合的な学習の
時間（　　）
	道徳科（　　）
	特別活動（　　）
	□特になし

	

	３．「交流及び共同学習」を行っている児童生徒の様子について
※学習内容の理解度や学習への意欲、参加状況等を記入してください。

	○　

	４．「交流及び共同学習」を行っている教師間の連携について
※通常の学級の担任・教科担任と特別支援学級の担任との間で、情報共有はどのように行っていますか。

	○　

	５．「交流及び共同学習」の充実のためには、どのようなことに取り組む必要があると考えますか。
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※　令和６年１０月１日（火）までに、Google Classroomにて特別支援教育センターへ提出する。
